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耳管に傾斜が
あり、ウイルス
が入りにくい 

中耳は「耳管」という管で、鼻の奥とつながってい

ます。子どもは大人に比べて耳管が短く、傾きがなだ

らかなため、鼻の中のウイルスや細菌が耳管を通って

中耳に入りやすく中耳炎を起こしやすいです。 

耳管に水平で、 
ウイルスが入り
やすい だから… 

だから… 

鼻水が出ているのをずっと放

っておくと、ウイルスや細菌が 

繁殖し、中耳炎の原因となりま

す。鼻水が多く、何日も続くとき

は、耳鼻咽喉科を受診する、また

は家庭用鼻吸い機等で吸ってあ

げるのも一つの手段です。 

 普段の耳のケアは、お風呂あがり等に、耳の穴の入り口

を綿棒でぬぐうだけでも良いです。綿棒を奥に入れてしま

うと、耳垢を奥に押し込んでしまうことになります。耳垢

がたまっているのに、耳掃除が難しいときは、耳鼻咽喉科

で相談しましょう。耳掃除のために 

受診するのは、珍しいことではあり 

ません。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立保育所 看護師 

令和 8年 3月 発行 

たくさんの思い出ができた 1 年も、いよいよ締めくくりの時期となりました。４月に比べ、心も体も大きく成長し

た子どもたち。大きなケガや病気もなく過ごすことができましたか？規則正しい生活は送れましたか？お子さんと一

緒にこの１年の健康面を振り返るとともに、４月からの進級・進学に向け、新たな気持ちでスタートを切れるように

生活習慣などについて話をしてみるのも良いですね。病気やケガに気を付け、残りの日々も元気に過ごしましょう。 

耳は音を聞いたり、体のバランスを取ったりする大切な器官です。“子どもの耳”ならではの特徴を知り、

耳を大切にしましょう。 

耳の穴が小さく見えづらいため、耳掃除が難しいで

す。また、耳の中の皮膚は敏感なため、子どもが嫌がっ

て動いてしまい、耳の中を傷つけることがあります。

きょうだい児が抱きついたはずみで耳かきが押され、

鼓膜が破れる事故も起きています。 

困ったら耳鼻咽喉科で相談

しましょう 
鼻水を放っておかない 

こんな症状があったら気を付けよう 

「テレビの音を必要以上に大きくする」「後ろから呼んでも気が付かない」等は、 

聞こえに異常がある場合があります。気になる症状が見られたら、早めに受診

を心がけましょう。症状がひどくならないうちに治療ができます。 



 母子（親子）健康手帳は、妊娠から出産、そしてお子さんの出生から小学校入学（６歳）までの 

健康を記録するものです。引っ越したり転院しても、親子の健康を切れ目なくサポートするための大切な記録で

す。本人が成長を振り返る時にも、役立ちますので大切に保管しておきましょう。 

 母子（親子）健康手帳は、小学生

になると使う機会が少なくなりま

すが、お子さんにとっては大切な

「健康の履歴書」。将来、留学や 

仕事などで予防接種の接種歴が 

必要な場面があります。家族で 

置き場所を決めておくと良いでし

ょう。 

 成長曲線には子どもの身長と 

体重の育ちの目安が載っています。

身長と体重の測定値を記入し、線で

結んでみましょう。成長曲線の目安

と、お子さんの測定値のグラフが 

平行に伸びていれば、順調に成長し

ていることが分かります。 

 3歳以降は予防接種の数が減る

ため、つい忘れがちですが、日本

脳炎や MR、流行性耳下腺炎（お

たふく風邪）などの追加接種が 

あります。追加接種を受けないと

免疫が十分につきません。 

受け忘れのない 

ようにしましょう。 

 

 

  ※ぞう組さん※ 

麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲ）Ⅱ期

の予防接種は終わっていますか? 

手元に予診票があると思いますので, 

就学前までに接種を 

済ませましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体格は個性です。 

成長の時期もそれぞれです。 

何か心配なことがありまし 

たら、かかりつけ医や保育士 

までご相談ください。 

１年間を振り返って 

この１年で基本的な生活習慣は身についた 

でしょうか？ 

お子さんとチェックしてみましょう。 

□早寝早起きができた 

□朝ご飯は毎日食べた 

□好き嫌いをせずに何でも食べた 

□食後は歯みがきをした 

□毎朝、うんちをした 

□外でたくさん遊んだ 

□外から帰ったら手洗い・うがいをした 

□友だちと仲良く遊ぶことができた   

進級・就学を控えて 

気持ちが不安定になる時期です 

新年度を控え、「１つおおきくなる」という喜びでい

っぱいな時期です。ただ、中には大人の期待を過剰に受

け止め、一見元気そうに見えても、心の中では緊張して

いたり、子どもなりに気持ちが不安定になったりするこ

ともあるようです。 

次のような姿やいつもと違う様子が見られたときは、

まずは親子でゆっくり過ごせる時間を作り、子どもの声

に耳を傾けてみてください。 

指しゃぶり・爪かみ チック 

吃音(言葉がつかえる・つまる) 
他にも 

●咳払いをする 

●肩をピクっと動かす 

●腹痛・頭痛を訴える 

…など 

母子（親子）健康手帳、定期的に見直してみませんか？ 

身体発達曲線に育ちを

記録していますか？ 

保管場所を 

決めていますか？ 

予防接種、受け忘れ

はないですか？ 


